
中学校 

○ 主題名  行動結果に誠実に向き合う心（Ａ 自主、自律、自由と責任） 

○ 教材名  「ネット将棋」（『私たちの道徳』中学校） 

○ ねらい  人が見ているかどうかに関わらず、道徳的な自覚に支えられた自律的な行動の大切さに

気づき、誠実に実行し、その結果に責任をもとうとする態度を養う。 

○ 学習指導過程 

 学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 具体的な指導・援助 

導

入

２

分 

１．人がいないから、誰もわからないから、というこ

とで自分を見失う「僕」が登場するお話をもとに話

し合います。 

２．「ネット将棋」とはどのようなものかな？ 

 

 

展

開 

43

分 

 

３．教材「ネット将棋」を聞く。 

 

４．教材をもとに考え、話し合う。 

○「僕」が笑えなかったのは、どのようなことを考え 

ていたからだろうか？ 

 ・顔が見えないからと卑怯なことをしていた。 

・勝ち負けではなく、相手と誠実に対戦する姿勢

が大切だ。 

・相手が見えなくても、いつでも誰に対しても相

手の立場を考えることが大切だ。 

 

○心から「負けました」と言うことができるのは、ど

のような思いからだろうか。 

 ・勝負の結果を受け止め、自分の行動に責任をもつ

という思い。（ア） 

 ・本気で勝負しているという思い。（イ） 

 ・「負け」から学ぶことができるという思い。（ウ） 

 ・誰に対しても相手の立場を考えることが大切と

いう思い。（エ） 

 

 

 

 

 

 

 

・教師が範読する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ねらいとする価値への方向付けを
行います。 

◇人が見ていないから、誰もわか
らないから、ということで、自
分の良心に恥じる無責任な行為
をするときの感じ方や考え方を
率直に出させます。 

◇発問に対する生徒の様々な反応を、複数の教員で出し合うなど、上記のように予想をしておくと
多様な意見を引き出せます。また、生徒の意見を、内容ごとに板書すると意見が分類・整理でき
ます。 

 ・行動に責任     ←（ア）のような意見を（ネームプレート等を活用して）まとめる 
 ・本気の勝負     ←（イ）のような意見を（ネームプレート等を活用して）まとめる 
 ・負けから成長できる ←（ウ）のような意見を（ネームプレート等を活用して）まとめる 
 ・相手の立場を考える ←（エ）のような意見を（ネームプレート等を活用して）まとめる 

◇自分が人として、無責任なこと
をした、自分の良心に恥じるこ
とをしたと感じ始めた「僕」の
心情・判断について語り合わせ
ます。 

◇適切な声の大きさで話すことや、
意見をしっかりと聞く（傾聴す
る）ことが大切です。学校の教育
活動全体での指導を大切にして道
徳科の授業に生かします。 



５．「僕」の思いについて、自分のこととして考える。 

○あなたは、ア～エのどの意見に近いだろう。 

そして、それを選んだ理由は何だろう。 

また、異なる意見に質問はないだろうか。 

ア、エ…自分でよいことかどうかは分かる。自分 

    で悪いことと分かっていることはしたく 

ないから。 

あとで後悔したくないから 

イ、ウ…本気で「負け」を感じることができるか

ら、楽しめるし、学び、成長できるから。 

 

 

 

 

 

 

６．生徒の発言をもとに、多面的・多角的に考える。

○クラスの友だちの発言で、「参考になった」「はっと  

した」などと感じた発言はどれかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆補助発問 

（イ、ウの人に）… 

「なぜ、負けたのに楽しめるのかな。」 

  →負けると、「次こそ勝つ」と思える 

から。 

 

 

 

 

・授業の様子から、何人かに意図的に指名

する。 

 

 

 

 

 

 

終

末

５

分 

７．教師から、日頃からどのようなことを大切にし、

毎日を過ごそうとしているか、について話を聞

き、振り返りカードを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

◇４で分類・整理した意見（道徳的価
値）の中から、自分の価値観を選ば
せ、自己の価値観の自覚を深めま
す。 

◇異なる意見に質問が出ないときは、
教師が意図的に質問します。 

◇「自主、自律、自由と責任」の内容
項目の趣旨から離れてしまわないよ
う、事前にどのようなことを話す
か、準備しておきます。 

◇クラスの友だちの意見から、学び、成長できたことを出し合います。 
・「○○さんの、あとで後悔したくないから、責任をもって行動する、という意見がなるほ
どと思った。」 

・「△△さんの、本気で『負け』を感じることができるから、楽しめるし、学び、成長でき
る、という意見が参考になった。」 

◇生徒が自分との関わりで道徳的価値
を理解したり、自己を見つめたりす
る学習を心掛けます。 

◇道徳科においては、生徒が道徳的価値の理解を基に物事を多面的・多角的に考えること
ができるようにすることが大切です。ここでは、クラスの友だちの様々な意見を参考に
することで、道徳的価値のよさや意義、困難さ、多様さなどの理解を深めていくように
しています。 



＜板書計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

◇生徒自身がどの意見に近いかを考えやすくするために、ア～エの記号を
つけるとともに、観点ごとに線を引くなどの工夫をします。 
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◇クラスの友だちの多様な感じ方や考え方に触れることで身近な集
団の中で自分の特徴などを知り、伸ばしたい自己を深く見つめら
れるようにします。 

◇ネームプレートは、生徒の考えの変化によって、貼り替えます。 

＜参考＞ 
導入では、「勝つことを大切にする試合で、心から『負けまし
た』と言えるようにとは、いったいどんな試合を目指せという
ことなのだろう」と発問することも考えられます。 

◇ネームプレートを活用して、出された意見を分類、整理しま
す。板書の時間を取り過ぎないよう効率的に、多様な意見を
「見える化」します。 


